	単 位 操 作 －４２１
	スタートアップ時のエバキュエーション
	作         成
	

	
	
	
	

	 
	ポ イ ン ト

	
	(1)

ｱ.  仕切板挿入・撤去・差し替え時、系内が負圧でないこと。

ｲ.  必要に応じて酸欠防止の為の保護具を着用する。

(3)  差圧発信器保護の為、減圧設計になっていない発信器は器内を減圧にしないこと。

   ブロックバルブのみではバルブ漏れがあった場合、片側のみ減圧になる可能性があるため、均圧弁を開ける。

(4) 連成計の１個は最上流につける。

(5) ポンプ・コンプレッサーは別途パージを行う。

(6) 系内がオーステナイトステンレス鋼の場合、ポリチオン酸応力腐蝕割れ防止の為酸素含有量が100PPM以下の窒素を使用すること。

(9) スチーム停止時または、バキュームポンプ停止時はプロセス側を先に閉めること。

(11) 系内が低合金鋼である場合導入窒素温度は、破壊力学的に検討された温度以上であること。

(14) 酸素濃度測定場所は窒素導入箇所より最も離れた箇所で実施する。

(15) 酸素許容濃度

ｱ.水素・エチレン・アセチレン

                    ２％≧

ｲ.その他の可燃性ガス

                    ８％≧

  ただし圧縮する場合

                    ４％≧


開始





系内圧力を脱圧し、必要箇所の仕切板挿入・撤去・差し替えを行う





エバキュエーションルートを　確立する





系内計器のブロックイン及び　均圧弁を開ける





系内に２個以上の連成計を取り付ける





系内に設置されているポンプ・コンプレッサーを孤立する





窒素を導入し系内を


0.02～0.03MPa（0.2～0.3Kg/cm2）


とする





３０分間放置し系内の圧力が低下しない事を確認する





エジェクターまたは、バキュームポンプを起動し系内を


-0.08～-0.093Mpa


(-600～-700mmHg)とする





エジェクターまたは、バキュームポンプを停止する





３０分間放置し系内の圧力が上昇しないことを確認する





窒素を導入し系内を


0.02～0.03MPa(0.2～0.3Kg/cm2)


とする





エジェクターを起動し系内を


-0.08～-0.093 MPa


(-600～-700mmHg)とする





窒素を導入し系内を


0.02～0.03MPa(0.2～0.3Kg/cm2)


とする





酸素濃度を測定する





終了
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いいえ





(15)





  酸素濃度は


許容濃度以下か





はい








